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一般質問（要旨）

茨城空港キャラクター「ハッスル黄門」

県教育委員会発行「学校統合事例集」本県産メロンの販売促進風景

菅総務大臣に意見書を提出する
飯野議長（右から２人目）

議
員（
自
民
）
　

茨
城
空
港
の
就
航
対
策

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
部
長　

三
月
に
マ
レ
ー
シ
ア
で
格

安
航
空
会
社
エ
ア
ア
ジ
ア
Ｘ
の
最
高
責

任
者
に
面
会
し
た
と
こ
ろ
、
茨
城
空
港

が
首
都
東
京
に
近
い
こ
と
や
大
型
商
業

施
設
が
多
く
立
地
し
て
い
る
こ
と
な
ど

に
高
い
関
心
を
示
す
と
と
も
に
、
航
空

会
社
の
運
航
コ
ス
ト
に
配
慮
し
た
構
造

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
が
高
い
評
価

を
得
た
。
今
後
と
も
詳
細
な
情
報

提
供
を
行
い
、
一
日
で
も
早
く
就

航
す
る
と
い
う
意
向
表
明
が
得
ら

れ
る
よ
う
交
渉
を
進
め
る
。

議
員　

国
は
本
格
的
に
バ
イ
オ
マ

ス
の
利
活
用
に
取
り
組
み
、
バ
イ

オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
を
推
進
し
て

い
る
が
、
本
県
の
バ
イ
オ
マ
ス
タ

ウ
ン
は
牛
久
市
の
み
。
県
内
で
の

バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
促
進
を
今

後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

知
事　

バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
は
、

「
地
球
温
暖
化
の
防
止
」「
循
環

型
社
会
の
形
成
」「
農
山
村
地
域
の
活

性
化
」
な
ど
に
寄
与
す
る
と
考
え
る
。

よ
り
多
く
の
市
町
村
が
バ
イ
オ
マ
ス
タ

ウ
ン
と
な
る
よ
う
、
今
年
度
中
に
県
内

全
て
の
市
町
村
を
訪
問
し
、
働
き
か
け

を
強
め
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
森
林
湖
沼
環
境
税
の
使
途
、

県
央
広
域
工
業
用
水
道
事
業
の
那
珂
川

右
岸
地
区
の
整
備
な
ど
も
質
問
）

議
員（
自
民
）
　

茨
城
農
業
改
革
に
取
り

組
む
農
業
者
の
努
力
や
そ
の
成
果
に
つ

い
て
消
費
者
の
理
解
を
高
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
理
解
を
高

め
て
い
く
の
か
伺
う
。

知
事　

農
業
者
自
ら
が
行
う
試
食
・
販

売
な
ど
Ｐ
Ｒ
活
動
に
対
す
る
支
援
、
改

革
に
取
り
組
む
農
業
者
の
紹
介
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
配
布
や
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

に
よ
る
情
報
発
信
、
大
手
ス
ー
パ
ー
や

コ
ン
ビ
ニ
等
と
連
携
し
た
宣
伝
・
販
売

促
進
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
や
媒
体
を

活
用
し
て
消
費
者
の
理
解
促
進
に
努
め

る
。

議
員　

十
一
月
に
本
県
で
開
催
す
る
国

民
文
化
祭
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、

多
く
の
県
民
に
参
加
い
た
だ
く
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
。
広
報
宣
伝
や
企
画
・
運

営
な
ど
の
面
で
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

生
活
環
境
部
長　

文
化
団
体
や
学
校
な

ど
を
通
じ
た
幅
広
い
参
加
の
呼
び
か
け
、

高
校
生
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
に
よ
る
大
会
記

念
グ
ッ
ズ
の
開
発
な
ど
に
よ
り
周
知
に

努
め
て
い
る
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
気
軽
に
参
加

で
き
る
よ
う
な
企
画
を
数
多
く
盛
り
込

ん
だ
。
県
民
が
文
化
活
動
の
主
役
は
自

分
た
ち
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
共
有
で

き
る
祭
典
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
本
県
産
の
農
産
物
を
活
用

し
た
中
小
企
業
支
援
、
産
業
観
光
の
推

進
、
遊
休
農
地
対
策
な
ど
も
質
問
）

議
員（
自
民
）　
四
月

に
発
表
さ
れ
た
指
針

で
、
今
後
、
小
中
学

校
の
統
合
を
検
討
す

る
と
の
こ
と
。
統
合

に
際
し
て
は
、
地
域

や
保
護
者
の
不
安
を

取
り
除
く
努
力
を
す

べ
き
。
統
合
を
進
め

る
に
あ
た
っ
て
の
取

り
組
み
と
市
町
村
の
支
援
策
を
伺
う
。

教
育
長　

こ
れ
ま
で
、
県
内
外
の
先
行

事
例
を
ま
と
め
た
冊
子
を
作
成
・
配
布

し
、
市
町
村
教
育
委
員
会
を
訪
問
し
た
。

今
後
、
市
町
村
に
情
報
提
供
や
指
導
助

言
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
経
費
へ
の
支
援
や
、
教

育
環
境
の
充
実
な
ど
市
町
村
が
必
要
と

す
る
支
援
措
置
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
に
あ

た
っ
て
は
、
明
確
な
方
向
性
を
持
つ
べ

き
。
新
規
進
出
企
業
と
地
元
企
業
の
横

の
連
携
と
い
う
視
点
に
立
っ
た
企
業
誘

致
の
あ
り
方
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

理
事
兼
政
策
審
議
監　

今
後
、
進
出
予

定
企
業
の
意
向
を
踏
ま
え
、
受
注
が
可

能
な
技
術
や
製
品
を
持
っ
た
地
元
の
企

業
の
掘
り
起
こ
し
や
、
受
注
拡
大
に
つ

な
が
る
技
術
支
援
な
ど
に
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
農
林
業
と
関
連
が
深
い
食
料
品

や
木
材
な
ど
の
業
種
の
企
業
に
つ
い
て

も
誘
致
活
動
を
強
化
す
る
。

（
ほ
か
に
、
開
発
公
社
・
土
地
開
発
公

社
・
住
宅
供
給
公
社
の
経
営
改
善
、
吾

国
山
洗
心
館
の
今
後
の
利
活
用
な
ど
も

質
問
）

正
規
雇
用
の
推
進
と
労
働
者
派
遣
制
度
の
改
善

に
関
す
る
意
見
書

　

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
、
派
遣
・
契
約
社

員
な
ど
非
正
規
雇
用
の
占
め
る
割
合
は
、
役

員
を
除
く
雇
用
者
の
約
三
分
の
一
と
な
っ
て

い
る
が
、
若
者
を
中
心
と
し
た
低
所
得
の
非

正
規
雇
用
が
増
加
し
、
固
定
化
す
る
こ
と
は
、

社
会
全
体
の
活
力
を
失
う
こ
と
に
な
り
か
ね

な
い
。

　

国
に
お
か
れ
て
は
、「
新
雇
用
戦
略
」
に

基
づ
き
誰
も
が
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

全
員
参
加
の
社
会
の
実
現
に
向
け
、
正
規
雇

用
へ
の
転
換
促
進
な
ど
正
規
雇
用
を
推
進
す

る
施
策
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
労
働
者
派

遣
制
度
の
改
善
を
図
る
な
ど
、
安
定
的
な
雇

用
の
確
保
に
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
整
備

す
る
た
め
、
必
要
な
医
師
・
看
護
師
の
確
保

に
関
す
る
意
見
書

　

ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
体
制
を
維
持
・
整
備
す
る
た
め

に
は
、
医
師
・
看
護
師
の
確
保
が
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。

　

国
に
お
か
れ
て
は
、
次
の
事
項
を
早
急
に

実
現
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

１　

医
師
を
取
り
巻
く
背
景
の
変
化
と
需
要

増
大
等
に
対
応
す
る
た
め
、
早
急
に
医
師

の
必
要
数
を
適
切
に
見
直
し
、
医
学
部
定

員
増
の
措
置
を
講
じ
て
必
要
な
医
師
の
養

成
・
確
保
を
早
期
に
図
る
こ
と
。

２　

医
師
・
看
護
師
の
確
保
及
び
勤
務
条
件

の
改
善
の
た
め
、
診
療
報
酬
改
正
等
に
よ

る
有
効
な
方
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
現

在
、
国
で
検
討
中
の
産
科
医
療
補
償
制
度

や
病
院
勤
務
医
等
の
勤
務
環
境
改
善
の
た

め
の
方
策
を
早
期
に
実
現
す
る
こ
と
。

３　

医
師
・
看
護
師
を
確
保
す
る
た
め
、
実

効
性
の
あ
る
方
策
を
早
急
に
打
ち
出
す
と

と
も
に
、
処
遇
改
善
に
必
要
な
財
源
の
確

保
を
図
る
こ
と
。

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

の
改
善
を
求
め
る
意
見
書

　

七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
等
の
医
療
費
を

社
会
全
体
で
支
え
る
新
た
な
公
的
医
療
保
険

制
度
と
し
て
、
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
）
が
本
年
四
月
一
日
か
ら
導
入

さ
れ
た
が
、
保
険
証
の
未
着
や
保
険
料
の
徴

収
ミ
ス
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
が
多
く
の
反

感
を
招
く
な
ど
、
制
度
そ
の
も
の
へ
の
信
頼

が
ゆ
ら
ぎ
か
ね
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

国
に
お
か
れ
て
は
、
高
齢
者
が
安
心
し
て

医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
低
所
得
者
へ
の
よ
り
一
層
の
配
慮
な

ど
、
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
制
度

導
入
後
の
状
況
を
十
分
把
握
・
検
証
し
、
改

善
す
べ
き
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、

早
急
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
要
望
す

る
。

米
の
需
要
拡
大
に
関
す
る
意
見
書

　

世
界
的
な
穀
物
価
格
の
高
騰
の
も
と
で
、

我
が
国
が
安
定
し
て
食
料
を
確
保
し
て
い
く

に
は
、
食
料
自
給
率
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
最
も
重
要
で
あ
り
、
特
に
、
唯
一
自
給

可
能
な
農
産
物
で
あ
る
米
に
つ
い
て
は
、
需

要
拡
大
を
積
極
的
に
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

　

国
に
お
か
れ
て
は
、
次
の
事
項
に
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
強
く
望
む
も
の
で
あ

る
。

１　

全
国
的
な
米
の
消
費
拡
大
運
動
を
展
開

し
、
米
の
需
要
を
喚
起
す
る
た
め
の
施
策

を
積
極
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

２　

若
い
世
代
を
中
心
と
し
た
米
離
れ
に
歯

止
め
を
か
け
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的

に
米
の
需
要
量
を
確
保
す
る
た
め
、
学
校

給
食
に
お
け
る
米
飯
回
数
を
増
や
す
た
め

の
支
援
策
を
講
ず
る
こ
と
。

３　

米
粉
を
活
用
し
た
新
商
品
の
開
発
や
米

粉
の
小
麦
製
品
へ
の
利
用
拡
大
な
ど
需
要

拡
大
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

４　

飼
料
用
米
や
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ

レ
ー
ジ
※
用
稲
な
ど
新
規
需
要
米
の
導
入

を
促
進
す
る
た
め
、
超
多
収
品
種
の
開
発

と
低
コ
ス
ト
生
産
技
術
の
確
立
を
図
る
と

と
も
に
、
生
産
者
へ
の
助
成
措
置
を
講
じ

る
こ
と
。

地
方
議
会
議
員
の
年
金
制
度
に
関
す
る
意
見

書
　

地
方
議
会
議
員
の
年
金
制
度
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
に
退
職
さ
れ
た
議
員
や
死
亡
さ
れ

た
議
員
の
遺
族
に
対
し
、
年
金
又
は
一
時
金

が
支
給
さ
れ
、
そ
の
生
活
の
安
定
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

近
年
、
会
員
で
あ
る
議
員
数
の
減
少
、
年
金

受
給
者
の
高
齢
化
に
伴
う
年
金
受
給
期
間
の

延
び
、
更
に
は
積
立
金
の
運
用
利
回
り
の
低

下
等
に
よ
り
、
年
金
の
財
政
状
況
が
厳
し
い

状
況
に
陥
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、

厚
遇
で
は
な
い
か
と
の
批
判
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
議
員
自
ら
が
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う

必
要
が
あ
る
。

　

国
に
お
か
れ
て
は
、
現
行
法
で
あ
る
地
方

公
務
員
等
共
済
組
合
法
の
改
正
な
ど
、
年
金

制
度
の
廃
止
を
含
め
抜
本
的
な
見
直
し
を
さ

れ
る
よ
う
要
請
す
る
。

※【ホールクロップサイレージ】…とうもろこしや稲のように、従来は果実や種子を収穫することを目的に作られた作物を、繊維の多い茎葉部分と、栄養価の高い果実や種子部分を同時に収穫
して乳酸発酵させた飼料。

ことば

（
要
旨
）

意
見
書

公
立
小
中
学
校
の
統
合
に
向
け
た
支
援
は

市
町
村
が
必
要
と
す
る
措
置
を
検
討

茨
城
空
港
の
就
航
対
策
は

海
外
航
空
会
社
が
高
い
関
心

農
業
改
革
の
消
費
者
へ
の
理
解
促
進
は

あ
ら
ゆ
る
機
会
や
媒
体
を
活
用
し

理
解
促
進
に
努
め
る


